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KOIZUMI GREAT FESTIVAL 2025

５．創意工夫した点・配慮した点・苦労した点　など

７．その他感想等（ご自由に記入してください）

４．参加対象・参加者数

参加対象： 宮城県・岩手県住民

参加者数： 761人

６．総評（目標に対する達成状況、実施効果や今後期待される効果、今後に向けての反省点・改善
点など）

当イベントを、水辺・絆プロジェクトの対象テーマの2）・3）ももっと多く取り入れて、1つ
のテーマに捉われない、賑わい創出・環境教育・防災教育・職業体験など全てが体
験できる水辺でのイベントを目指していきたいと思います。

水辺・絆プロジェクト2025

事 業 実 施 報 告 書

日時：2025年7月26日（土）・27日（日）8:00-15:00　　場所：小泉海岸　　概
要：海岸ではビーチ＆マリンスポーツ16種目体験し放題、広場では様々な職業
体験ができる総合体験イベント。　　ビーチ＆マリンスポーツ：サーフィン・ボディ
ボード・SUP・バナナボート・ビーチサッカー・ビーチバレー・ビーチテニス・フレスコ
ボール・ビーチアルティメット・障がい者フライングディスク・ビーチグラウンドゴル
フ・スパイクボール・インディアカ・水鉄砲射的合戦・ビーチヨガ・ビーチモルック
職業体験：建設機械乗車・農耕車乗車・竹工作・野鳥観察・海の生物触れ合
い・丸太切り・消防ポンプ車放水・火起こし・手作り椅子づくり・サバイバル飯づく
り・スナガニ掘り・防潮堤にチョークでアート　　コンテスト：イベント風景フォトコンテ
スト・砂でお城づくりコンテスト　　その他：受付脇で宮城県と気仙沼市で取り組ん
でいる海ごみ対策アクションのパネル展示

宮城県気仙沼市本吉町中島

創意工夫した点：
1）広告をターゲット別に、地元小中高生にはチラシ、地元大人には新聞、観光客には観光スポットに
ポスター、市外県外にはインスタやフェイスブックの広告と分けました。
2）震災から13年経ち小泉海岸に訪れる人も少なくなってきた中で、ビーチスポーツだけではなく職業
体験も入れる事により集客数アップを図りました。
配慮した点：年々暑さが増しているので、避難テントを増やしました。
苦労した点：規模と参加人数が増えてきた事により、スタッフ数も増やしました。それ以外に競技協力
団体もあったので、全ての連携をとっていく事が苦労しました。

２．実施体制（結果報告）

〇主催：Beach Sports Project　〇後援：宮城県、気仙沼市、気仙沼市教育委員会、本吉唐桑商工会、
本吉夢プロジェクト委員会、小泉地区振興会連絡協議会、気仙沼市サッカー協会、気仙沼地域戦略、気
仙沼市体育協会、気仙沼グラウンドゴルフ協会　〇協力：SVC、ビーチテニスクラブ宮城、littleFLAG、日
本フレスコボール協会、小泉地域づくり協議会、小泉ユニバーサルビーチユニット、村上工業、気仙沼本
吉サーフィンクラブ、気仙沼アウトドア協会、中舘工務店、南三陸ネイチャーセンター友の会、小泉公民
館、本吉公民館、蔵内ノ芽組、みやぎ里浜ネットワーク、小泉町区消防団、東亜リース、モーランド、本吉
町森林組合、芳賀写真館、NPO法人架け橋

３．実施内容（開催日時・場所 など）

１．目　　的

震災から13年が経ち、現在新たな局面へと地方経済は突入しています。止まらない出生率低下、担い手
が確保できず廃業、相次ぐ学校統合による不登校生徒の増加や伝統ある学校行事の廃止など考えれば
キリがないくらいです。しかし良いニュースもあり、海と日本プロジェクト様が実施した「海と日本人に関する
意識調査」では、子供達は海に行きたいと関心度が物凄く高かったことです。現在あまり良いニュースが聞
こえない中で、自分もそうだったように子供の時には様々な物に触れ合うことで将来に役に立つことが見え
てくるはずだと改めて考えました。そこで昨年はKUBUさんと海に関係する団体を集めて海に親しんでもらう
イベントを開催しましたが、今回はもっと広い視野で総合体験型イベントを小泉海岸全体で実施しようと考
えました。将来の担い手である子供達に、業種ジャンルを問わず一同に集まった様々なブースで実技体
験してもらい、そこで得たものを少しでも未来に繋げてもらうこと、更にはこのイベントにより海岸に賑わいを
創出することが目的となっております。

申請者 Beach Sports Project 関連河川名 小泉海岸

来場者の昨年611人→今年761人の数字の内訳が、小学生以下が170人・中学生が210
人・高校生が93人・大人（観客含む）が288人となります。
1）目的で記載した海に行きたいという子供達の関心度を上げることが出来た。
2）小泉海岸や気仙沼市に訪れていただき活性化がはかれた。
3）震災前の3分の1も海水浴客が減ってきている中でアップする事が出来た。
と以上の目標項目が達成する事が出来ました。今後期待される効果ですが、年々地元内
外の個人・企業・団体から協力申し出が増えてきています。それによりイベント内容のグレー
ドアップが予想され、参加者も更に増えていく予想となっています。
反省・改善点としては、1）イベントの規模が大きくなってきているので、当団体の組織再編が
必要だと考えています。必要最低人数の役員でやっていたので体制や構造を、イベント集
客人数に合わせた規模に再編します。ボランティアもNPO法人架け橋様が協力してくれてい
ますが、新たなルートも開拓する必要があると考えています。

事業名 実施場所

青字：2024からの追記・修正箇所

⑦Beach Sports Project



(様式７－２）

KOIZUMI GREAT FESTIVAL 2025

事業名

事業実施報告書（写真）

写真

手作り椅子づくり

写真 写真

ビーチサッカー

写真 写真

写真

防潮堤アート 海の生き物触れ合い

ビーチアルティメット

写真

建設機械＆農耕車乗車

写真 写真

消防ポンプ車放水

マリン＆ビーチ全体風景

ビーチヨガ

⑦Beach Sports Project


